

















































































































































































































































































































































































































































2018 年 6 月 15 日 



















しり365 番地 レンガの家 
住所  本籍に同じ 
職業  牧場経営 
 
 (勾留中)     ブタ山カルビ       





被告人は，2017 年 12 月に自己の長兄ブタ山サーロイン，および次兄ブタ山フィレを相


















九州国際大学地方裁判所 熊本支部 御中 
2018 年 6 月 30 日 
 
 


















一 被告人は，2017 年 12 月 29 日に長兄のブタ山サーロインがオオカミによって襲われ死
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一 被告人は、2018 年 1 月 29 日午前 6 時頃、薪用のまきを拾い集めるべく自宅付近を探
索中に、偶然、本件オオカミに遭遇した。 
 
二 被告人は、この冬は農畜産物の収穫が不作であり、付近の村ではたびたび腹を空かせ
たオオカミによって村人が襲われている事件が起きていること、さらに、被告人自身の亡
くなった兄たちについてもそうした中で起きた事件であったことを思い出し、今、オオカ
ミに見つかってしまったら今度は自分が襲われるに違いないと確信した。 
 
三 被告人は、自宅玄関が故障中であり、ドアの開閉には相当の力がいること、また、開
閉の際には大きな音が出て、被告人が自宅内に所在することがオオカミに容易に気付かれ
てしまうことを懸念して、自宅煙突から自室内に戻ることとした。 
 
四 被告人の存在に気が付いたオオカミは、被告人が煙突から自宅に戻ったのを見て、追
いかけて煙突から侵入し、そのまま不幸にもオオカミ自身が誤って転落死したものである。 
 
 
第四 正当防衛とする予備的主張 
 なお、本件煙突のはしごは、部外者が容易に煙突からは侵入できないように被告人自ら
が外したものであり、煙突直下に設置した大鍋は調理中であったために火にかけられた状
態であったが、オオカミに侵入をあきらめさせるには、そのままにしておいたほうがいい
と被告人が考えたものであるが、これらはいずれもオオカミの侵害に対する防衛のためで
ある。ちなみに、牛刀は牧場を営む被告人が日頃から仕事上、屠畜
と ち く
の作業のために用いる
ものであり、事故当時たまたま本件鍋付近にあったにすぎない。 
 
 
第五 結論 
本件はオオカミ自身が招いた不幸な事故であり、被告人は無罪である。 
 
 
